
 

様式 C-19 

科学研究費補助金研究成果報告書 

平成２１年 ６月 ９日現在 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
研究成果の概要： 
 
研究の成果は主に３点有りそれぞれ環境制約や移動意図の測定に関するものである． 
１）ワークショップの繰り返しによる意識変化は，議論のテーマが同一でも議論の内容は異な

り，その方向性によって，WS の満足度は変化し，その結果として参加意向や興味が変化し，

最終的に意識変化に影響することが示された． 
２）自動車の走行状態測定のフィードバックはモビリティマネジメントでの TFP と同じ効果が

あることが期待されたが，リアルタイムフィードバックは環境意識にはそれほど働かず，ゲー

ム的な感覚が働くようであることが指摘された．具体的には学習が行われ，研究背景で期待し

たような行動の認識のバイアスが解消していくことが明らかになった．そのためゲーム的感覚

の目標などの設定が効果的と考えられる．また，急発進等の燃費悪化要因に対しては警告音な

どの不快な音が効果を高めることがわかった． 
３）中山間地の集落で測定したモビリティ指標は，生活満足度との関連性は低く，モビリティ

が必ずしも生活満足度を向上させるとは言えないことが明らかになった． 
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１．研究開始当初の背景 
 
モビリティマネジメントは自発的な自動車
トリップの削減を目指すものであるが，代替
的な交通手段に移る場合だけでなく，トリッ
プそのものが減少する場合がある．これまで
の社会資本整備評価では，整備の進展によっ
て制約が緩和され，より多くのトリップが発
生することが指標化されてきた．しかし，先
に述べたようなモビリティマネジメントで
は，社会的な整備水準の低下として捉えられ
てしまう．そのためには潜在的なトリップ発
生が減少することによって，制約内で全てが
完了可能になるという理論が必要となる．し
かしその潜在的なトリップ発生要因は，心理
要因であり，測定することは困難であった．
そのため，移動数でモビリティマネジメント
の効果は測定されてきた．しかし，それが制
約によって規定されている場合は効果が限
定的に捉えられることとなる． より的確な
効果を測定するためには，心理的なトリップ
発生構造を明確にする必要があった． 
 
２．研究の目的 
 

モビリティマネジメントの実効性を高め
るためには，移動の意図が減少したのかどう
か，また減少したならば，その原因として何
が考えられるかということが問題となる．こ
れらを考慮するためには，潜在的な心理指標
であるトリップに対する欲求を求める必要
がある．ただし，現代では情報通信技術の発
達により，通信によって代替される移動要求
も多いと考えられる．そのために移動欲求の
測定には通信との関係性を見いだす必要が
ある．そのために通信記録と移動記録から，
通信による効果を排除した移動意図の測定
を目的の一つとした．続いて，行動記録につ
いての効率的な測定とその有効な分析方法
の開発を併せて研究目的とした．これは通信
記録については，携帯電話の履歴等によって
時間や相手が正確に記録されているが，一般
的に用いられる行動記録については，思い出
し調査によるものが主流であり，所要時間等
については正確に把握されていない．心理状
態の把握には正確な行動記録が可能な装置
を用いた移動の認知状態の把握が必要であ
ると考え，通信記録とともにこれも研究の一
目的とした． 

続いて，心理的にその移動要求が減少する
背景についても検討を行う．モビリティマネ
ジメントの有効なツールとしてトラベルフ
ィードバックプログラムやワークショップ

への参加がある．これの意味することは自己
の状態の把握および他人の状態の認識が重
要であることを示唆している．ことから，他
人をどう捉えて，自分をどう評価しているの
かが移動意図の変化に重要な役割を持って
いることが想定された．しかし，ワークショ
ップでの他人との関係性等についても的確
な把握方法は確立していない．2 つめの研究
目的として，ワークショップでの討議内容を
把握し，他人との関係性を明らかにできる方
法論の開発を研究目的とした． 
 
そこでそれらの分析を行い，効率的なマネ

ジメントの可能性を分析することを目的と
した． 
 
 
３．研究の方法 
 
研究の方法としては，測定方法および分析

方法の 2 種類がある．まず，測定について述
べる． 
（１）潜在的な移動意図の測定 
①プローブパーソン調査を用いて所要時間
の認識に関してのフィードバック効果を測
定 
②アイマークカメラを用いた移動時の心理
状態の測定 
③GPS を用いた自動車の移動状態の記録 
このように幾つかの自動記録を前提とした
電子デバイスを用い，その適用性を検討した．
この他にも，紙をベースとしたアクティビテ
ィダイアリ調査による行動状態の把握と心
理状態に関する調査も実施した． 
（２）他人の状態評価と自己評価 
①IC レコーダーを用いた録音を用いて，人力
によるテキスト化 
②WS 前後の紙ベースの意識調査 
等を実施する． 

続いて分析方法について述べる． 
（１）行動意図の分析 
①通信と行動の関係性 
通信記録と行動記録の統一的な分析には，紙
ベースでの通信記録と行動記録のデータを
用いて，構造方程式モデルを適用して分析を
行った． 
②移動中の意識に関する分析 
アイマークカメラを実装した被験者の移動
記録に，携帯ナビ，紙の地図等を渡してどの
ように視線が変化するかを分析した． 
③交通状態の認識の分析 
一つは紙ベースでのサービスレベルの回答
と実際の距離についての分析を行う．またプ



ローブパーソン調査機器を用いて，移動に関
しての自己評価と情報フィードバックを同
時に行うことで，自分の行動に変化が起きる
かを分析した． 
④他人との関係性について 
ワークショップの議論の内容を定量的に分
析した方法論としては 
1)tf*idf 値を用いた議論のキーワードの抽出
を行った． 
2)キーワードによって特徴づけられた複数の
議論をそのベクトルの角度による類似度評
価を行った． 
3)視覚的に議論を把握するために自己組織化
マップを用いて，議論の内容がどのようなク
ラスターに分類できるのかを検討した． 
また，併せてワークショップ参加者にワーク
ショップ前後に繰り返しアンケートを実施
して，ワークショップ参加による意識の変化
を追跡した． 
この他にも環境意識や他人の行動の評価，お
よび自己評価については，企業への協力を依
頼し，通常の業務において会社内の他の人を，
交通行動の視点からどのように評価してい
るかを検討した． 
 
 
４．研究成果 

（１）ワークショップの繰り返しによる意識

変化について 
ワークショップ自体の定量的評価のために，

テキスト化した議論の内容の把握から行っ

た．このときにその類似度を評価したところ，

同じテーマで同じ場所で，複数のグループに

ランダムに割り当ててワークショップを行

った．しかしその議論の内容の類似性は低い

ものとなった．これは研究目的からすると非

常に問題である．なぜなら，ワークショップ

の参加によって意識が変化することを，議論

の内容とともに分析する予定であったが，ワ

ークショップの内容がまちまちになってい

るとの結果であったからである．そこで，ワ

ークショップの内容についての把握を，自己

組織化マップを用いて定性的に把握し，それ

とワークショップ参加の満足度を分析する

こととした．その結果，議論の内容は自己組

織化マップでまとまりのあるものか荘でな

いかが明確に現れ，またワークショップ参加

の満足度を見たところ，まとまりのある議論

と評価されたグループでは満足度は非常に

高いものとなった．これから，ワークショッ

プは同じテーマで議論を行ったとしても，そ

の内容によって満足度が異なり次回参加へ

のモチベーションや意識変化が異なること

が明らかになった． 
 

（２）アイマークレコーダーによる街路の認

識について 
アイマークレコーダーを装着した被験者に

携帯ナビと通常の地図を持たせ，中心市街地

で歩行する実験を行った．その結果，注視点

停留割合と注視点間移動角度については携

帯ナビ利用者と地図利用者で差異が存在す

ることを示し，提示した仮説（ケータイナビ

利用者は断続的な空間把握をして，地図利用

者は連続的な空間把握をする）の一部につい

て妥当と評価する結論を得た．これは移動意

図の測定において，地図情報のあり方によっ

て行動が異なるため，どのような地図情報を

持っているのかを明確にする必要があるこ

とを意味している． 
 
（３）通信履歴と行動記録の関係と潜在的な

移動意図の把握 
通信履歴と移動記録からの潜在的な移動意

図の把握について，休日と平日，また通信記

録については E-mail と電話に分類しての分

析を行った．その結果，移動と通信の間には

明確な関係性があり，特に E-mail に明確に

現れることが明らかになった．これは，移動

の減少を測定するためには，E-mail での通信

状況を把握することが，実際にどのような代

替変化が起きているのかを把握するのに有

効であることを示している． 
 
（４）自己の行動の認知についての分析 
プローブパーソン情報は個人レベルで自己

の行動の正確な情報を得られるため，そのフ

ィードバックは自分の状態を理解・評価する

のに適したツールと考えられる．これの情報

フィードバックを半年間実施した．被験者の

行動自体には明確な変化が現れなっかった

が，移動時間については，その正確な認識を

行うようになり，自分の移動についての認知

に存在したバイアスが減少していったと考

えられる．これと関連して，パーソントリッ

プ調査において得られた公共交通のサービ

スレベルの認知と実際のサービスレベルの

関係性についての分析をおこなった．その結

果として，公共交通のサービスレベルは実際

よりも悪く認識されており，モビリティマネ

ジメントの実行には，事実情報提供が一定の

効果があることがこれより実証された． 
 
（５）中山間地でのモビリティ分析 
中山間地は交通の制約が厳しく，交通の制約

と移動意図の関係性が明確に表れると窺知

される．そこで，中山間地特に高齢化が進展

している地域を選定して，紙ベースの行動調



査と意識調査を行った．その結果として，行

動は比較的制約があると感じられ，その制約

の中での行動を行っていることが明らかに

なった．しかし，これと潜在的なモビリティ

の関係性を分析するために，Capability 理論

を参考に，生活の満足度によって潜在的なモ

ビリティを測ることを試みた．しかしこれら

には明確な関係性は見いだせず，潜在的な移

動意図の測定のためには，他の方法論が必要

であることが明らかになった． 
 
この他にも，自動車の走行状態測定のフィー

ドバックはモビリティマネジメントでの

TFP と同じ効果があることが期待されたが，

リアルタイムフィードバックはどちらかと

いうとゲーム的な感覚が働くようであるこ

とが指摘された．そのためゲーム的な目標な

どの設定が効果的と考えられる．また，急発

進等の燃費悪化要因に対しては警告音など

の不快な音が効果を高めることが指摘され

た． 
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